
○業況（前期と比較）

R３ R４ R５ R６ R７

順位 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合

1 悪化した 28.9%変わらない 29.6%変わらない 33.1%変わらない 35.2%変わらない 34.8%

2 やや悪化した 24.3%やや悪化した 23.5%やや好転した 29.4%やや好転した 25.0%やや好転した 23.1%

3 変わらない 21.5%やや好転した 23.3%やや悪化した 17.7%やや悪化した 21.7%やや悪化した 22.8%

○販売面の課題（複数回答）

R３ R４ R５ R６ R７

順位 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合

1 製造・仕入原価の
上昇 57.4%製造・仕入原価の上昇 77.9%製造・仕入原価の上昇 79.1%製造・仕入原価の上昇 72.7%製造・仕入原価の上昇 72.2%

2 受注・販売量の減
少 53.4%受注・販売量の減少 46.1%受注・販売量の減少 39.8%コスト上昇分の価格転嫁 47.0%コスト上昇分の価格転嫁 51.2%

3 取引先・販路等の
確保 25.7%取引先・販路等の確保 23.1%取引先・販路等の確保 27.2%受注・販売量の減少 42.8%受注・販売量の減少 40.6%

○人手不足への対応（複数回答）

R３ R４ R５ R６ R７

順位 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合

1 給与等の引き上げ 69.1%給与等の引き上げ 66.0%給与等の引き上げ 67.3%

就業環境の改善 42.4%就業環境の改善 42.6%就業環境の改善 40.8%2

定年延⾧・再雇用 36.8%定年延⾧・再雇用 41.2%定年延⾧・再雇用 33.4%3

DX化による省人化 33.5%高齢者等の活用 36.1%複利厚生の充実 31.4%4

高齢者等の活用 32.7%福利厚生の充実 30.7%高齢者等の活用 28.5%5

○期待する支援内容（複数回答） ※R５以降調査項目に変更があります。

R３ R４ R５ R６ R７

順位 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合

1 人材育成・確保 42.4%販路拡大 39.4%販路拡大 36.6%生産性の向上 67.4%生産性の向上 59.1%

2 販路拡大 33.0%人材育成・確保 32.9%人材育成・確保 36.6%生産コストの削減 41.0%生産コストの削減 37.3%

3 設備資金 28.8%設備資金 28.6%設備資金 31.2%DXへの取組み 38.7%DXへの取組み 34.9%

4 新製品・新技術開発 27.8%中小企業施策情報 26.8%中小企業施策情報 25.5%品質の向上 34.6%品質の向上 33.9%

5 中小企業施策情報 24.3%金融支援 21.5%新製品・新技術開発 24.7%知的財産の活用 8.2%省力化への取組 27.8%

○業況について、Ｒ３はコロナ過で「悪化」との回答が最も多いが、Ｒ４では「やや好転」が３番目に
多い。また、近年「変わらない」が最も多いが、Ｒ５以降は「やや好転」が２番目に多くなっている。

○販売面の課題として、「製造・仕入原価の上昇」とする企業が最も多く、次にＲ６年以降はコストの
上昇の価格転嫁をあげる企業が多くなっている。

○人手不足の対応として、給与等の待遇改善のほか、定年延⾧・再雇用が多くなっている。
○企業からは、生産性向上やDXのほか、省力化へのサポートが期待されている。

（出典：北海道中小企業総合支援センター「道内中小企業・小規模事業者における業況調査」）

北海道中小企業総合支援センターが実施している業況調査の概要
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